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1909 年 9 月に志田順（とし）が第三代京都帝国大学の菊池大麓総長に招かれ、同・理工科大学
の助教授として地球物理学の研究を開始してから百年が経過した。これを機会に京都大学における
地球物理学研究の百年の歴史を振り返ってみるのは有意義なことであるということで、関係各位の






 志田が京都に赴任した 1909 年前後の数年間にその後、「京都学派」と呼ばれる人脈の多くの源が












教授に昇任し、1931 年 3 月の停年退官まで、おもにデカルト及びドイツ観念論の研究を行った。 
農商務省地質調査所の技師であった小川琢治は、広島高等師範学校教授から 1906 年に文科大学












このほか、1910 年 8 月には、西田幾多郎が学習院教授から文科大学哲学科の助教授（論理学）








につなげたいというのがわれわれの望みである。                 （竹本 修三） 
